
























































                                                                 




























































                                                                 
5 現在は一人で踊る舞踊、二人一組で踊る舞踊など、多様な形態の舞踊が王宮舞踊の範疇とされている








 ラーマーヤナ・バレーは 1961 年に観光舞踊劇として初演された。「バレー」と
いう名だが西洋のバレーではない7。物語にはインドの叙事詩ラーマーヤナ物語を





数は 2,000 から 3,000 人という巨大劇場だった（写真１）。劇場はスカルノ大統領
（在任 1945-1966）の強い指導力のためか、
着工から僅か 3 か月という早さで完成し
ている（Indah Nuraini 2003:56）。 
 芸術面の特徴は台詞を用いず舞踊と音楽 
だけで進行することにある。これに対しワ 








た“Ballet Royal du Cambodia”から得たと言われている、と記している（Indah Nuraini 2003:50-51）。
ラーマーヤナ・バレーの「バレー」もここから取られたのではないかと思われる。 
8 中部ジャワの観光開発計画は 1961-1969 年の国家建設に関する大綱 Garis-garis Besar Haluan Negara の




Pentas Ramajana, Badan penerbit “Kesatuan”
Jogjakarta Tahun 1961より） 
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人 113 人、猿 97 人、魚 60 人、悪魔 72 人、 
魔神 15 人、女官 31 人、鳥 13 人、蟹 4 人、 
ナーガ 2 人、ガムラン奏者 66 人、歌手 86
人、化粧や衣装など舞台裏 88 人と、700 人
近くが上演に関わっている（Soeharso 1970: 
59-69）。初年度の上演は 7 月から 10 月まで 
の満月を挟んだ乾季の夜に 6 日連続で行わ 







記したが、それは劇場から約 60 キロ北東に 
あるスラカルタ王家 Surakarta である。創作
もスラカルタ王家の踊り手を中心に行われ 
た。スラカルタ王家は 1755 年にオランダ 
東インド会社が、マタラム王朝をジョクジャ 
                                                                 
9 物語を 6 つに分け 6 日完結とし、それぞれの晩にクライマックスが来るよう設定された（Indah Nuraini 
2003:59） 
10 初演時の経営は運輸・郵政、電通、観光省 Departmen Perhubungan Darat, Pos, terekomunikasi dan Pariwisata
であり、上演団体は専属の舞踊団体ロロ・ジョングラン財団 Yayasan Rara Jonggrang だった。数年後、
ロロ・ジョングラン財団の独自運営となる（I.Nuraini 2003:62-63）。その後運営は 1988 年にボロブドゥ
































インドネシア語のスニ（芸術 seni）、ドラマ（劇 drama）、タリ（舞踊 tari）を短縮
                                                                 






13 アブドゥイ・イサタラ Abduwi Isatara が、運輸郵政通信観光大臣のジャティクスモ Djatikoesoemo に宛
てた書簡（1962 年 3 月 22 日付）（Soeharso 1970:52-54）と、スハルソ Soeharso が、ジャティクスモ大
臣と、国立伝統音楽高等学校スラカルタ校校長スルヨハミジョヨ Soerio Hamidjojo に宛てた書簡（1962
年 4 月 12 日付）（Soeharso 1970:55-56） 
14 報告書 172 頁の質問 1d。 
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 国家スンドラタリ・ラーマーヤナ・セミナー1970 は、ジョクジャカルタで 1970
年 9 月 16 日から 18 日に開催された16。文化教育大臣をはじめ文化関連の政府高
官、芸術大学学長らも列席する国家主催の大きなセミナーだった。3 日間に 5 つ
のセッション（基調報告と質疑応答）がもたれジョクジャカルタ、スラカルタ、
スンダ（ジャワ島西部）、バリの 4 地域の舞踊を取り上げた。報告書によれば各セ
ッションの参加者は 225 人を下らず関心の高さがうかがわれる17。夜には 4 地域
がそれぞれ地域の舞踊をもとに創作したラーマーヤナ舞踊劇 Drama Tari 
Ramayana をプランバナン寺院の野外劇場で上演している。セッションの基調報告








 報告書は全 334 頁におよび、ジョクジャカルタ様式の舞踊を取り上げたセッショ
                                                                 
16 インドネシア語のセミナー名は、Seminar Sendra Tari Ramayana Nasional tahun 1970。セミナーは翌年の
国際ラーマーヤナ・フェスティバルの準備的意味合いもあった。 
17 参加人数は報告書所収の Soedarsono の序言 prakata に記されている。頁番号の記載なし。 
18 インドネシア語のタイトルと報告者名は次の通り。 
1．Sendratari Ramayana Roro Djonggrang 
              Prof.Dr.S.D.Soeharso F.I.C.S. 
2．Sendratari Ramayana Prambanan Gaja Lama 
              Drs.S.D.Humardani 
3．Dramatari Ramayana Gaja Jogjakarta 
              Drs. Soedarsono 
4．Dramatari Ramayana Gaja Sunda 
              Maman Suriatmadja, and Drs.ATJA 
5．Dramatari Ramayana Gaja Bali 
              Drs. Ig.B.N.Pandji 
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ン 3 の基調報告と質疑応答は、148 頁から 218 頁に収められている。このうち基
調報告に 22 頁、質疑応答に 50 頁が割かれ質問者は 60 人、質問数は 114 である。
報告者はスダルソノ Soedarsono だった。彼は 1933 年にジョクジャカルタ王家に
連なる血筋に生まれ舞踊の稽古も積んでいる。名門ガジャマダ大学を卒業しセミ
ナー開催年の 1970 年は、ジョクジャカルタの国立舞踊専門学校 ASTI の学長（在
任 1963～1980 年）であり、いわば国家の政策を推進する立場にあった。 
 セミナーの開催目的は報告書添付資料の開催要項によれば、上記 4 地域のラー

















                                                                 
19 報告書 317-318 頁。 






 ジョクジャカルタ様式のジャワ舞踊劇 Drama Tari Djawa gaja Jogjakarta は、ワヤ










ラマタリ・オペラ drama tari opera であり、
1890 年に貴族が創り王宮外で上演した。そ
の特徴は座った状態で踊ることと、台詞に








語を扱った。スルタン 8 世時代のワヤン・ウォン上演には 600 人が必要で、その





























































基調報告では当時、一般的でなかった言葉（オペラタリ opera tari、スニマン seniman、
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 次に基調報告に続いて行われた質疑応答について記す。質問者 60 人の 114 の質
問は次のように 8 項目に分類できる。ただし 3 つの質問は 2 項目に分類できるた





（４）7 質問 ：現在の王宮舞踊について 
（５）7 質問 ：新たな用語について 
（６）4 質問 ：新たな舞踊について 





















b：1961 年をスンドラタリの誕生とする根拠は何か (4 質問) 
c：ワヤン・ウォンとスンドラタリの違いは何か (3 質問) 
d：スンドラタリが生まれた社会的背景(3 質問) 
e：その他 (11 質問) 
 
ジャワ語との関係 










 b では、 
「1961 年以前にスンドラタリはなかったのか（質問 7e、24b）」 
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と曖昧だった。a と b の質問の背景には 1961 年以前にも、王宮舞踊劇ワヤン・ウ
ォンをもとにした舞踊劇はいくつも上演されていたことにある。とくに民間の王
宮舞踊団体イラマ・チトゥラ Irama Citra は 1950 年代に、社会的メッセージを含












用である。ジャワ語は 5 つの単語レベルと 5 つの文体レベルからなる。単語レベ




madya、クロモ krama、クロモ・インギル krama inggil、クロモ・アンダップ krama 
andhap まである。文体レベルはゴコ ngoko、ゴコ・アルス ngoko alus、クロモ・
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感情表現の方法 





























32 質問  
 この項目の質問は次のように分類できる。 
a：歴史的事実について  (14 質問) 
b：ワヤン・クリットとの関連  (6 質問) 
c：厳しいディシプリンについて  (2 質問) 
d：その他  (10 質問)  
 
ディシプリンの有無 
 a と b は単に歴史的事実を問う質問だった。たとえば 
「王宮ではマハーバーラタが好まれ、ラーマーヤナの人気がなかったのはな
ぜか（質問 8, 16b）」 
「だれがいつからワヤン・ウォンを王宮外で発展させたのか（質問 23）」 
などがある。これらの質問が出たのは当時、王宮舞踊に関する記述が限られてい
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勢（シロ sila）を 2 時間微動だにせず保っ 

















a.：歴史的事実について  (9 質問) 
b.：その他  (1 質問)  
（写真６） 
植民地時代の王宮のワヤン・ウォ













a：社会との関わりについて (3 質問) 
b：その他 (4 質問) 
 
 a、b ともに現代社会で王宮舞踊を継承させる方法を問う内容だった。質問 26a
では「王宮舞踊が庶民に受け入れられない要因は何か」と問うている。王宮舞踊













                                                                 
23 1918 年に王宮の外に初めて民間の舞踊団体クリド・ブクソ・ウィロモ Kridha Beksa Wirama が誕生し
て以来、だれでも王宮舞踊を学ぶことができた。 
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a：新しい用語の定義について (4 質問) 
b：報告者の使用する新しい言葉に対する異議 (3 質問) 
 
ジャワ人の信仰クジャウェンとの関係 








 注目したいのは質問 4b の「スニマン」と、それへの応答で用いた「上演者
dibawahnja（応答 4b）」という用語である24。スニマンはインドネシア語で芸術家
を意味し踊り手も含む。しかし本来、王宮舞踊に「芸術家」「踊り手」という言葉
                                                                 
24 質問 4b は、質問 4a「舞踊の創作者が王であるというのは本当か」への応答「スルタン 1 世やスルタ





クソ beksa、あるいはジョゲッド joged という。インドネシア語で「～する人」を
















 この項目はすべてジョクジャカルタ出身のウィスヌ・ワルダナ Wisnu Wardhana
と、バゴン・クススディ・アルジョ Bagong Kussudiarjo という 2 人の踊り手と彼
らの作品に関する質問だった。2 人とも王宮舞踊を学んだ後にアメリカで舞踊を
学び、王宮舞踊をもとに独自の舞踊を創作している。質問は、 
「2 人の作品はクラシック（筆者注：王宮舞踊の意）の範囲か（質問 1c）」 
「2 人の作品はジャワ・モデルン（近代ジャワ舞踊）か、あるいはインドネ
シア・モデルン（近代インドネシア舞踊）と言うのか（質問 1d）」 
と 2 人の作品の位置づけを問うものだった。質問の背景には 2 人の作品が庶民に
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a：在庫目録について (2 質問) 
b：登録権者について (2 質問) 
 
文化の登録権者  
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